





































































































































「露語」通訳は 365 人、「韓語」通訳 93 人、「英語」
通訳 55 人、「独語」通訳５人、「仏語」通訳 13 人、







業生、生徒）88 名、東亜同文書院卒業生 49 名、
支那語学校卒業生２名、台湾国語学校卒業生５名、




































ち 70 名が奏任官待遇を受けた。残りの 18 人が判任官待遇を受けていた。奏任官待遇とし
ては最高で 40 ～ 60 円、判任官待遇としては、25 円～ 50 円の俸給を受けていた (21)。
　一方、同文書院卒業生の従軍通訳は前述の通り 49 人である。この従軍者 49 人は全員が















　『大学史』によれば第１期卒業生が 60 名（政治科６名・商務科 54 名）、第２期卒業生が
76 名（政治科 12 名・商務科 64 名）となっている (26)。このことから日露戦争開始当初であ









































































































　犬養毅は 1907 年 11 月 21 日に大連に到着し、満洲各地を視察し、12 月に北京へと向かっ
ている (35)。『満洲日日新聞』では、この犬養の満洲での動向を詳細に伝えている。
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　 　公務員の初任給は 67 頁。
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出身校別索引は 107 頁より始まる。また同文書院は 123-125 頁に掲載されており、日清貿
易研究所は 166 頁に掲載されている。
